
 

Ⅰ 本校の概要 

 

   〔学校の沿革〕 
   

明治１０年 大山村・廿木村に小学校設置 
    １２年 近延村・土生に小学校設置 

    １９年 ４校舎を併せ河内小学校を現在地に設置 
  昭和 ３年 運動場新設 

     ４年 校舎増築 
    １６年 河内国民学校と改称 

    ２２年 河内小学校と改称 
    ２９年 新校舎（南校舎）及び便所の改築 

    ３２年 給食室・調理室新築 
    ４０年 創立８０周年記念行事開催 

        エレクトーン購入・全教室にテレビ・ラジオ設置 
    ４２年 ＮＨＫの研究委託校となる  山口県視聴覚教育研究大会会場となる 

    ５０年 創立９０周年記念 
    ５３年 市指定教育課程研究推進校となる 

    ５４年 同上発表大会 
    ５５年 小・中共用体育館建設 

    ５６年 プール完工式、米飯給食週２回実施 
    ５８年 アルミサッシ取付 、スチール黒板取替 

        県指定同和教育研究発表大会 
    ５９年 新校舎工事完了、運動場拡張工事完了 

    ６０年 開校１００周年記念式典挙行（１１月） 
        記念庭園・記念遊具施設完成・百年誌発刊 

    ６２年 ふれあい学習園整地活用・郷土資料室整備活用 お年寄り参観日の試行 
    ６３年 郵政省簡易保険団体加入（１２月）『ふるさとかるた』製作 

  平成 元年 旧校舎一階窓アルミサッシ工事完了 
     ２年 旧校舎二階窓アルミサッシ工事完了 

     ５年 文部省道徳教育研究指定校（第１年次） 
     ６年 文部省道徳教育研究発表会（第２年次） 

    １０年 河内中学校体育館委譲 
        １２年  パソコン室整備（サーバー機導入と機器・ソフトの整備充実） 

        １３年 副読本「ふるさと南河内」作成 
        １４年 理科室実験台４台・百周年記念として長胴太鼓購入 

        １５年 学校評議員制度の導入（４名） 
        １７年 児童生徒人間関係づくり実践モデルの研究推進校（２ヶ年指定） 

        １８年 資料室を多目的教室に改装・国民文化祭子ども夢プロジェクト参加 
     １９年  放課後児童教室開設・特別支援教室開設 

        ２２年 体育館耐震化工事終了 
        ２３年 ３・４年複式学級設置 
    ２４年 元ラグビー選手 石川安彦氏を招聘しての「タグ・ラグビー教室」開催 

旧校舎側外トイレ改修・講堂放送機器交換・電話及びｲﾝﾀｰﾌｫﾝ設備交換 
    ２５年 スロープ設置、屋上防水工事完了、「著名なスポーツ選手による運動教 
        室」開催（元ラグビー選手 石川安彦氏）、「専門家と連携した防災出前 

授業」（山口大学大学院理工学部研究科 准教授 朝位孝二氏） 
    ２６年 ２・３年，４・５年 複式学級となる   
    ２７年 ３・４年，５・６年 複式学級となる 

学校運営協議会発足 コミュニティ・スクールとなる 
２８年 特別支援学級あおぞら（自閉症・情緒）新設 

 ２９年 １・２年,３・４年,５・６年 複式学級となる。 
       旧校舎耐震化工事終了・外トイレ新設 
    ３０年 台湾台南市東区大同国民小学校との交流開始 
  令和 元年  放課後教室を旧校舎１階に移転 
       第１回３校合同大運動会実施 
 
 
 



 

  
〔地域の実態〕 
 
 
1  校区の特色 

 

（１） 自然環境 

錦川の一つの支流である保木川を取り巻く面積２５．７平方キロメートルのハート形の 

形が南河内地区で、東は御庄・師木野地区、北と西は北河内地区、南は、玖珂町と接して 

いる。 

 地区の中央部を貫流する保木川は、近延川、竹安川の支流を合わせて錦川に注ぎ、こ 

れらの支流流域に集落（家屋・農地）がある。 

地区の中央部を国道２号線が南北に貫いて、岩国・玖珂に通じ、地区の中心部土生か 

ら岩国駅までバスで３５分、玖珂駅まで１５分を要する。 

 

（２） 文化・産業 

歴史は古く校区内より弥生後期の土器が出土している。中世には山代庄に属し、藩政時 

代は山代から離れ岩国領となっている。 

明治２２年町村制実施により伊房・竹安・土生・角・保木・上田・寺山・近延・行正・ 

入野・大山・廿木の１２か村を合併して南河内村となる。 

各地区に各々由緒ある社寺があり、地域文化の歴史を伝えている。もともと純農村であ 

ったが、現在は兼業農家が大部分を占めている。 

古くより教育への関心が厚く、多くの有能な人材を生んでおり、教育面で豊かな伝統 

をもつ地域である。 

 

（３） 民情・人口 

古くより１２の集落は、各々が一つの村を形成していたので、村落共同体としての意 

識が強い。 

   これまで農村型の温かい連帯意識で結ばれてきたが、新世代交代・都市部からの転入 

などにより、いくらかその結びつきが弱まってきてはいるが、地域の諸行事を通じて、 

より広い立場での連帯感が生まれ深まっているようである。世帯数は年々減少しており、 

過疎化の傾向にある。 

    

 

２ 教育への関心 

 

学校教育に対する家庭の関心度は高く、熱心でもあり協力的である。また、地域住民の 

教育一般への関心度も高い。従ってＰＴＡも極めて協力的な活動を推進している。 

 さらに社会の変化に対応した教育を推進するため、学校・保護者・地域社会の一層の連 

携を強めることが必要である。 

 
 

 
 

 



 

〔児童の状況〕 

 

１ 児童の実態 

全般的に明朗で、スポーツを好み活動的である。また、男女を問わず仲良く遊んだり助け 

合ったりする。学習に対しては、意欲的に取り組む子どもが多く、互いに教え合ったり助け 

合ったりしながら、協力して作業を進める場面も多く目にする。 

その反面、ねばり強く取り組む持久性や自己表現力など改善すべき課題もある。 

                                                   

２ 学年別児童数（総数２３名）  ４月８日現在 

 

 学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 計  

男 子 ２ ９ １ ２ ２ １ １７ 

女 子 ２ ０ １ ２ ０ １ ６ 

計 ４ ９ ２ ４ ２ ２ ２３ 

実戸数 ２ ７ ２ ４ ０ ２ １７ 

 

３ 地区別児童数 

 地区名 行正・上田・近延 前土生・六反田 廿木・入野  

児童数 ７ ８ ２ 

地区名 後土生 竹安・伊房１ 角・保木 

児童数 ３ 

１０ 

１ 

 

 

２ 

 

４ 児童数の推移 

 年 度 昭４０ 昭５０ 昭６０ 平 ３ 平 ５ 平 ７ 平 ９ 平１１ 平１３ 平１４ 

 児童数 ２４７ １７４ １５２ １６１ １５５ １３９ １０２  ９６  ９５ ８４ 

 年 度 平１５ 平１６ 平１７ 平１８ 平１９ 平２０ 平２１ 平２２ 平２３ 平２４ 

 児童数 ８６ ８５ ８６ ８５ ７８ ７２ ６３ ５４   ４８ 

  

４６ 

年 度 平２５ 平２６ 平２７ 平２８ 平２９ 平３０ 平３１ 令和２ 令和３ 令和４ 

児童数 ４０ ３９ ３７ ３４ ２８ ２６ ２４ １９ １９ ２３ 

 


